
大大大震震震災災災・・・復復復興興興ニニニュュューーーススス（（（第第第１１１１１１５５５報報報）））   

平 成 ２５ 年 ７ 月 ４ 日 
仙台地方振興事務所水産漁港部 

１ 水産業復旧・復興に向けた対応状況（国及び県全体の動き） 

 ○宮城県内の水産物の放射性物質測定結果について 

１ 測定年月日 平成２５年６月２８日～７月２日 

２ 測定分析機関 宮城県，東北緑化環境保全（株），（一財）日本食品分析センター，いであ（株）， 

（株）総合水研究所，（公財）日本分析センター，（一財）九州環境管理協会。 

３ 測定結果 

・すべての検査品目について，基準値を下回り，安全性に問題のないことが確認されました。 

●水産物（採取日 平成２５年６月２４日～６月２７日）          (単位:ベクレル／ｋｇ)                                   

 

２ 管内の復興に向けた動き 

＜水産漁港部からのお知らせ＞ 

○宮城県漁業士会南部支部の総会・研修会が開催されました。 

・６月２５日（木），宮城県漁業協同組合塩釜総合支所を会場に，平成２５年度の宮城県漁業士会南部支

部の通常総会と研修会が開催されました。 
 漁業士会南部支部では震災後，事業が休止状態でしたが，総会では，活動の再開に向けて漁業経営に

関する研修会の受講に力をいれていくことなどが話し合われ

ました。また，総会の後に開催された研修会では，水産技術総

合センターの三浦技術次長による震災後の漁場環境の変化と

生産物への影響についての講義と，三重県から応援職員として

当水産漁港部に派遣されている清水技術主幹による三重県漁

業の紹介が行われました。参加した漁業士や関係者は熱心な様

子で講義を聴き，質疑も活発にかわされました。 
 今後，漁業士会メンバーは，夏期・冬期に５日間の日程で開

催予定の漁業経営やマーケティングに関する研修会に参加し

ていく予定です。                          研修会の様子 

種  別 漁獲場所 放射性 
ｾｼｳﾑ 種  別 漁獲場所 放射性 

ｾｼｳﾑ 
スズキ 金華山～江の島沖 ２５ スズキ 菖蒲田浜沖 ２５ 
スズキ 金華山～江ノ島沖 １０ ヒラメ 仙台湾 ２８ 
ヒラメ 金華山沖 １６ ヒラメ 岩沼市二の倉沖 ５４ 
アイナメ 亘理荒浜沖 ８．８ ヒラメ 東松島市浜市沖 ２３ 
アカガイ 仙台湾 不検出 ヒラメ 菖蒲田浜沖 ３．６ 
アカガイ 仙台湾 不検出 ヒラメ 仙台湾 ７．１ 
アカシタビラメ 仙台湾 不検出 ヒラメ 仙台湾 １５ 
アカシタビラメ 仙台湾 ３．９ ヒラメ 仙台湾 １２ 
アンコウ 岩沼市二の倉沖 ３．２ ブリ 三陸南部沖 ０．６８ 
イシガレイ 岩沼市二の倉沖 ８．６ マアナゴ 松島湾 １．９ 
カナガシラ 岩沼市二の倉沖 不検出 マガレイ 岩沼市二の倉沖 ５．６ 
シャコ 松島湾 不検出 マコガレイ 岩沼市二の倉沖 ６．６ 
シャコ 松島湾 不検出 ミズダコ 岩沼市二の倉沖 不検出 
シャコ 松島湾 不検出 － － － 



○派遣職員紹介 

・６月まで兵庫県から派遣されていた久米さんに代わり，７月から仙台地方振興事務所水産漁港

部に兵庫県から尾島さんが派遣されたので紹介します。宮城県の職員と同様によろしくお願いし

ます。 

 

 氏 名   尾島 潤平 (ｵｼﾏ ｼﾞｭﾝﾍﾟｲ) 

 

 派遣元   兵庫県 

 配属先 漁港漁場班 

 宮城県での職名 技師 

 派遣期間  H25．7．1～H26．3．31 

 担当業務 災害復旧事業 

一  言 

宮城県のみなさま、兵庫県から派遣で参りました尾島と申します。 
いくつかの被災現場を見させていただき、改めて被害の大きさを痛感し

ました。 
 宮城県は初めてで土地勘も全くない上に、まだまだ経験の浅い私がどれ

ほど役に立つか分かりませんが、復興に精一杯取り組んで参りますので、

どうぞよろしくお願いします。 

 


